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町の人口
（前月対比） 

　男　 9,449人　（－１）

　女　10,144人　（－11）

総人口19,593人　（－12）

世帯数 6,995世帯（＋５）

平成22年11月１日現在
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「
ふ
る
さ
と
の
歴
史
あ
る
四
十
八
景
⑪

　
団
誌
「
躍
進
」
の
創
刊
、
五
戸
町
の

　
生
ん
だ
孝
女
な
ど
」

【
団
誌
「
躍
進
」
の
創
刊
】

　
五
戸
町
青
年
団
活
動
は
明
治
か

ら
活
発
に
始
ま
る
。
昭
和
10
年
元

旦
、
Ａ
５
判
43
頁
の
団
誌
躍
進
創

刊
号
を
発
行
、
元
気
な
意
気
込
み

を
町
民
に
見
せ
た
。

　
学
芸
部
担
当
の
川
村
直
治
は
、

三
浦
種
良
（
団
長
＝
23
代
町
長
）

の
挨
拶
、
論
文
は
田
村
三
郎
、
福

田
吉
次
郎
、
高
橋
不
二
夫
、
川
村

竹
峰
の
４
人
が
郷
土
の
「
青
年
諸

君
に
望
む
」
他
文
芸
作
品
で
今
か

ら
55
年
前
の
事

【
野
沢
の
稲
荷
様
】

　
明
治
維
新
の
改
革
に
よ
り
七
崎

神
社
に
一
時
頼
ん
で
い
た
ご
神
体

を
、
昭
和
10
年
代
に
集
落
の
農
民

40
人
が
受
け
取
り
の
た
め
訪
問
、

境
内
で
記
念
写
真
を
写
す
。

と
め
、
古
川
ふ
さ
、
中
川
原
ふ
じ

の
、石
ケ
森
よ
し
、の
11
人
。
生
存

し
て
い
る
と
90
歳
前
後
に
な
る
。

※
戦
前
の
未
発
表
写
真
を
お
持
ち

の
方
は
説
明
付
き
で
お
貸
し
く

だ
さ
い
。（
筆
者
）

五
戸
町
文
化
財
保
護
審
議
会
議
長

三
　
浦
　
榮
　
一

【
東
京
競
馬
の
優
勝
者
石
渡
君
】

　
野
沢
の
高
台
に
稲
荷
神
社
が
あ

る
。
拝
殿
に
は
絵
馬
、
写
真
が
掲

額
し
て
い
る
。

　
そ
の
中
に
、
旗
手
石
渡
福

三
の
東
競
馬
場
優
勝
（
昭
和

11
年
８
月
３
日
）
の
写
真
、

綱
を
引
い
て
い
る
の
は
馬
主

と
い
う
。
集
落
の
人
や
一
族

以
外
の
人
々
は
知
ら
ぬ
画
像

だ
。
昭
和
２
年
度
頃
の
扇
田

小
卒
台
帳
に
よ
る
と
同
級
生

は
、
古
川
藤
一
郎
、
石
渡
福

蔵
、
佐
々
木
徳
三
郎
、
佐
々

木
要
之
助
、
村
井
福
松
、
松

尾
秀
子
、
古
川
さ
き
、
小
沢

【
五
戸
町
の
生
ん
だ
孝
女
】

　
孝
女
中
村
キ
ハ
子
が
死
亡
し
て

80
周
忌
に
当
た
る
。

　
キ
ハ
子
は
、
大
正
３
年
５
月
に

川
原
町
の
佐
太
郎
長
女
と
し
て
生

ま
れ
、五
小
女
子
校
４
年
生
の
時
、

尻
内
の
本
家
中
村
運
送
店
が
破
産

し
た
。
父
佐
太
郎
は
前
途
を
悲
観

し
て
の
発
狂
だ
。

　
キ
ハ
子
は
、
医
薬
で
も
治
せ
な

い
病
気
を
神
様
に
お
願
い
す
る
ほ

か
な
い
と
、
八
幡
宮
に
夜
中
、
子

ど
も
一
人
で
参
拝
し
た
ほ
か
、
神

明
宮
、
稲
荷
神
社
に
も
お
参
り
し

て
い
る
。
昭
和
３
年
春
（
高
等
１

年
）
に
結
核
で
健
康
を
害
し
、
初

秋
に
は
登
校
不
能
と
な

っ
て
病
床
に
伏
し
た
。

近
く
に
住
む
橋
本
訓
導

は
キ
ハ
子
を
見
舞
い

「
神
様
は
決
し
て
人
を

む
ざ
ゝ
と
殺
さ
な
い
か

ら
」
と
慰
め
た
が
、
翌

４
年
３
月
16
日
、16
歳

の
生
涯
を
終
え
た
。

　
大
西
喜
三
郎
校
長
や

級
友
、
町
民
は
「
孝
女

中
村
キ
ハ
子
之
墓
碑
」

の
除
幕
式
を
行
っ
た
。

団
誌
「
躍
進
」

七
崎
神
社
に
稲
荷
神
社
の
ご
神
体
を

迎
え
に
行
っ
た
農
民

　
　
　
　
　
　

中村キハ子の墓碑除幕式（昭和11年９月７日）

扇田寺沢出身の石渡福三が東京競馬で優勝記念
（綱を引いているのは馬主）



❸

一般会計歳入  97億6,650万円 一般会計歳出  95億9,160万円

平成21年度
決 算

❷

※町民１人当たりが納めたお金・１人当たりに使われたお金は、町税額
（14億1,839万円）および一般会計歳出総額（95億9,160万円）を平成22年
3月末現在の人口19,731人で割ったものです。

特別会計

病院事業会計

会計名
老 人 保 健

介 護 保 険
下水道事業
農業集落排水
処理施設事業
簡易水道事業
住 宅 用 地
造成事業等

収　益　的
資　本　的
※収益的収入･支出…営業的な経費
※資本的収入･支出…建物の建設費など

後期高齢者医療

歳　入
1,254

3億8,951

20億1,141

27億6,023
4億9,147

28億8,674
5億8,821

5億2,865

1億  775

9,866

4,494

1,135
3億8,758

国民健康保険 25億3,261 25億1,523
19億2,426
5億1,041

1億  637

9,630

3,406

歳　出

（単位：万円）

（単位：万円）

区　分 収　入 支　出

町民１人当たりに使われたお金
４８６，１１８円

町民１人当たりが納めたお金
７１，８８６円

町 の 財 産 （ 平 成 21 年 度 末 現 在 ）

土　　　　地……………………

建　　　　物……………………

9,121㎡

1,092㎡

農業集落排水処理施設事業

土　　　　地……………………

建　　　　物………………………

16,035㎡

481㎡

簡 易 水 道 事 業

土　　　　地……………………14,027㎡

住宅用地造成事業等

7,324万円

508万円

1億3,153万円

819万円

2,527万円

国 民 健 康 保 険

介 護 保 険

下 水 道 事 業

財政調整基金…………………

高額療養費貸付基金………………

介護保険給付費準備基金……

介護従事者処遇改善臨時特例基金…

下水道事業整備基金……………

土　　　　地……………

建　　　　物…………………

有価証券、出資金、債権……

財政調整基金………………

減 債 基 金………………………

土地開発基金（土地含）………

公共施設等整備基金………………

地域福祉基金………………………

その他の基金………………

一 般 会 計
11,804,174㎡

118,537㎡

14億3,917万円

3億2,029万円

25万円

4億189万円

41万円

90万円

6億6,868万円

一般会計………………

下水道事業………………

農業集落排水処理施設事業…

簡易水道事業………………

病院事業会計……………

　　総　　額…………

108億2,555万円

28億5,106万円

11億4,916万円

3億7,309万円

47億1,074万円

199億962万円

公債費（借入金残高）平成21年度末現在

※各基金については、平成22年5月末日
　時点での金額です。

自 主 財 源
町が集める収入
  19億7,344万円

皆さんが納める税金
14億1,839万円　14.5%

20．2％

積立金の取り崩し
6,472万円　0.7%

分担金・負担金、使用料・手数料
財産収入、繰越金、寄附金、諸収入
４億9,033万円　5.0%

依 存 財 源
国や県などからの収入
  77億9,306万円

地方譲与税
１億3,725万円　1.4%

借り入れ
10億4,480万円　10.7%

79．8％
その他の交付金など
２億3,378万円　2.4%

国や県から交付され
使い道を指定されるお金
19億4,486万円　19.9%

国から交付される
使い道自由なお金
44億3,237万円　45.4%

町税 繰入金
その他

地方交付税

国・県支出金

町債

その他

地方譲与税

◆健全化判断比率（平成21年度決算に基づく財政の健全化判断比率） ◆資金不足比率（平成21年度公営企業決算に基づく経営の資本不足比率）

　※実質赤字比率、連結赤字比率は黒字であるため「－」を記載しています。

人件費 12億9,195万円(13.5%)

扶助費 8億7,964万円(9.2%)

平成21年度の一般会計決算を、一般家庭の家計簿にあてはめてみました。
年間の収入が500万円の家計だとすると･･･五戸町の家計簿

収　　入

給　　　　　料【町税】
●自分たちで賄ったお金【自主財源】 

72万円
3万円
12万円
３万円

346万円
53万円
399万円

定期預金の解約【繰入金】

親からの援助【地方交付税、国・県支出金など】 
●ほかに頼ったお金【依存財源】 

ローン借り入れ【町債】 
小　　　　　計

パ ー ト 収 入【使用料・手数料、分担金・負担金】
去 年 の 残 り【繰越金】

11万円不動産収入、
お祝、利子など【財産収入、寄附金、雑収入】

101万円

500万円

小　　　　　計

合　　　　　計

支　　出

医療費・教育費など【扶助費】 
食　　　　　　　費【人件費】 66万円

45万円
83万円
63万円
45万円

15万円
18万円

57万円

ロ ー ン 返 済【公債費】 

友 人 へ の 融 資【投資、出資金、貸付金】 
預　　　　　　　金【積立金】 

子どもへの仕送り【繰出金】 

家 の 増 改 築【普通建設事業費、災害復旧事業費】
光熱水費・日用品【物件費】 

４万円家 や 家 電 の 修 理【維持修繕費】 
95万円

491万円

保険料、町内会費、
子どもの小遣いなど【補助費等】

合　　　　　計

　町の家計簿を見ると500万円の収入のうち、給料など自分たちで賄ったお金（町税、使用料、財産収入等）は、わずか
101万円で全体の約20％にすぎません。残りは親からの援助（地方交付税等）や借金（町債）などに頼っています。

　平成19年６月に「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」が公布され、平成20年度一部施行、平成21年度に全面施行となりました。この法律に基づき、毎年度「健全化判
断比率」および「資金不足比率」を算定し、町監査委員の審査を受け、その意見書を付けて議会に報告するとともに、町民の皆さまへ公表することが義務付けられました。
　公表する比率は、①健全化判断比率と②資金不足比率があり、健全化判断比率は、「実質赤字比率」「連結実質赤字比率」「実質公債費比率」「将来負担比率」の４つの指標か
らなり、早期健全化基準を下回っている比率であれば、健全財政といえます。また、資金不足比率は、病院事業や下水道事業など公営企業の資金不足比率が経営健全化基準を
下回っている比率であれば、公営企業の経営状況は健全といえます。五戸町の21年度決算に基づく比率は次の表のとおり、いずれの比率においても早期健全化基準および経営
健全化基準の比率を下回っているため、健全財政であるといえます。

①【実質赤字比率】一般会計等を対象とした実質赤字額の標準財政規模（標準税収入額＋普通地方交付税額＋地方譲与税）に対する比較です。
②【連結実質赤字比率】普通会計のほか老人保険事業や国民健康保険事業、病院事業、下水道事業などすべての会計を合計した赤字額等の標準財政規模に対する比率です。
③【実質公債費比率】借入した地方債の返済額やそれに準ずるものの支払額を合計したとき、普通会計でどれだけ負担しているかという比率です。（３ヵ年平均）
④【将来負担比率】普通会計及び特別会計の借入残高や一部事務組合への負担見込額などを合計し、将来どれくらいの負担が見込まれるかという比率です。
⑤【資金不足比率】公営企業それぞれの事業規模に対してどれくらいの資金不足があるかという比率です。

義務的経費
職員の給料や議員等
の報酬、法令で定め
られた行政サービス
の経費、借金の返済
  37億8,931万円 39．6％

投資的経費
道路・施設・ほ場整
備費、災害復旧費
  12億3,963万円 12．９％

その他経費
道路・施設補修、他団体へ
の補助金、基金への積立、
病院や公社への負担、奨学金
の貸付、特別会計への繰出
  45億6,266万円 47．5％

人件費 12億9,195万円（13.5%）
総務費 20億7,177万円（21.6%）

その他 7万円（0.0%）

公債費 16億2,184万円（16.9%）

災害復旧費 380万円（0.0%）

教育費 8億6,393万円（9.0%）

消防費 3億4,269万円（3.6%）

土木費 8億4,433万円（8.8%）

商工費 5,096万円（0.6%）

議会費 1億809万円（1.1%）

民生費 19億972万円（19.9%）

衛生費 11億9,145万円（12.4%）
農林水産業費 5億8,295万円（6.1%）

扶助費 8億7,964万円（9.2%）

公債費 16億1,772万円(16.9%)公債費 16億1,772万円（16.9%）

普通建設事業費 12億3,583万円（12.9%）

繰出金 11億914万円（11.6%）
投資、出資金、貸付金
　　　　2億8,294万円（2.9%）

積立金 3億4,912万円（3.6%)

補助費等 18億6,834万円
（19.5%）

維持修繕費 7,917万円（0.8%）
物件費 8億7,395万円（9.1%）

災害復旧事業費 380万円（0.0%）

　※資金不足比率は資金不足がない場合は「－」を記載しています。

①実質赤字比率
②連結実質赤字比率
③実質公債費比率
④将来負担比率

－
－
24.6 ％
167.4 ％

－
－
23.5 ％
130.2 ％

14.30 ％
19.30 ％
25.0  ％
350.0  ％

20.00 ％
40.00 ％
35.0  ％

Ｈ20
五戸町健全化判断比率 早期健全化基準

五 戸 町 病 院 事 業 会 計
五 戸 町 下 水 道 事 業 特 別 会 計
五戸町農業集落排水処理施設事業特別会計
五 戸 町 簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計

－
－
－
－

五戸町住宅用地造成事業等特別会計 －

－
－
－ 20.0 ％
－
－

Ｈ20 Ｈ21
資金不足比率特 別 会 計 の 名 称 経営健全化基準財政再生基準

Ｈ21

性質別 目的別

　町条例により、平成22年度の財政状況を公表し、併せて平成21年度の決算の状況をお知らせします。
　平成21年度の一般会計決算は、歳入97億6,650万円、歳出95億9,160万円で、差し引き1億7,490万
円の剰余金が生じました。この額から翌年度へ繰り越すべき財源2,371万円を差し引いた実質収支額は、
１億5,119万円の黒字となりました。



❸

一般会計歳入  97億6,650万円 一般会計歳出  95億9,160万円

平成21年度
決 算

❷

※町民１人当たりが納めたお金・１人当たりに使われたお金は、町税額
（14億1,839万円）および一般会計歳出総額（95億9,160万円）を平成22年
3月末現在の人口19,731人で割ったものです。

特別会計

病院事業会計

会計名
老 人 保 健

介 護 保 険
下水道事業
農業集落排水
処理施設事業
簡易水道事業
住 宅 用 地
造成事業等

収　益　的
資　本　的
※収益的収入･支出…営業的な経費
※資本的収入･支出…建物の建設費など

後期高齢者医療

歳　入
1,254

3億8,951

20億1,141

27億6,023
4億9,147

28億8,674
5億8,821

5億2,865

1億  775

9,866

4,494

1,135
3億8,758

国民健康保険 25億3,261 25億1,523
19億2,426
5億1,041

1億  637

9,630

3,406

歳　出

（単位：万円）

（単位：万円）

区　分 収　入 支　出

町民１人当たりに使われたお金
４８６，１１８円

町民１人当たりが納めたお金
７１，８８６円

町 の 財 産 （ 平 成 21 年 度 末 現 在 ）

土　　　　地……………………

建　　　　物……………………

9,121㎡

1,092㎡

農業集落排水処理施設事業

土　　　　地……………………

建　　　　物………………………

16,035㎡

481㎡

簡 易 水 道 事 業

土　　　　地……………………14,027㎡

住宅用地造成事業等

7,324万円

508万円

1億3,153万円

819万円

2,527万円

国 民 健 康 保 険

介 護 保 険

下 水 道 事 業

財政調整基金…………………

高額療養費貸付基金………………

介護保険給付費準備基金……

介護従事者処遇改善臨時特例基金…

下水道事業整備基金……………

土　　　　地……………

建　　　　物…………………

有価証券、出資金、債権……

財政調整基金………………

減 債 基 金………………………

土地開発基金（土地含）………

公共施設等整備基金………………

地域福祉基金………………………

その他の基金………………

一 般 会 計
11,804,174㎡

118,537㎡

14億3,917万円

3億2,029万円

25万円

4億189万円

41万円

90万円

6億6,868万円

一般会計………………

下水道事業………………

農業集落排水処理施設事業…

簡易水道事業………………

病院事業会計……………

　　総　　額…………

108億2,555万円

28億5,106万円

11億4,916万円

3億7,309万円

47億1,074万円

199億962万円

公債費（借入金残高）平成21年度末現在

※各基金については、平成22年5月末日
　時点での金額です。

自 主 財 源
町が集める収入
  19億7,344万円

皆さんが納める税金
14億1,839万円　14.5%

20．2％

積立金の取り崩し
6,472万円　0.7%

分担金・負担金、使用料・手数料
財産収入、繰越金、寄附金、諸収入
４億9,033万円　5.0%

依 存 財 源
国や県などからの収入
  77億9,306万円

地方譲与税
１億3,725万円　1.4%

借り入れ
10億4,480万円　10.7%

79．8％
その他の交付金など
２億3,378万円　2.4%

国や県から交付され
使い道を指定されるお金
19億4,486万円　19.9%

国から交付される
使い道自由なお金
44億3,237万円　45.4%

町税 繰入金
その他

地方交付税

国・県支出金

町債

その他

地方譲与税

◆健全化判断比率（平成21年度決算に基づく財政の健全化判断比率） ◆資金不足比率（平成21年度公営企業決算に基づく経営の資本不足比率）

　※実質赤字比率、連結赤字比率は黒字であるため「－」を記載しています。

人件費 12億9,195万円(13.5%)

扶助費 8億7,964万円(9.2%)

平成21年度の一般会計決算を、一般家庭の家計簿にあてはめてみました。
年間の収入が500万円の家計だとすると･･･五戸町の家計簿

収　　入

給　　　　　料【町税】
●自分たちで賄ったお金【自主財源】 

72万円
3万円
12万円
３万円

346万円
53万円
399万円

定期預金の解約【繰入金】

親からの援助【地方交付税、国・県支出金など】 
●ほかに頼ったお金【依存財源】 

ローン借り入れ【町債】 
小　　　　　計

パ ー ト 収 入【使用料・手数料、分担金・負担金】
去 年 の 残 り【繰越金】

11万円不動産収入、
お祝、利子など【財産収入、寄附金、雑収入】

101万円

500万円

小　　　　　計

合　　　　　計

支　　出

医療費・教育費など【扶助費】 
食　　　　　　　費【人件費】 66万円

45万円
83万円
63万円
45万円

15万円
18万円

57万円

ロ ー ン 返 済【公債費】 

友 人 へ の 融 資【投資、出資金、貸付金】 
預　　　　　　　金【積立金】 

子どもへの仕送り【繰出金】 

家 の 増 改 築【普通建設事業費、災害復旧事業費】
光熱水費・日用品【物件費】 

４万円家 や 家 電 の 修 理【維持修繕費】 
95万円

491万円

保険料、町内会費、
子どもの小遣いなど【補助費等】

合　　　　　計

　町の家計簿を見ると500万円の収入のうち、給料など自分たちで賄ったお金（町税、使用料、財産収入等）は、わずか
101万円で全体の約20％にすぎません。残りは親からの援助（地方交付税等）や借金（町債）などに頼っています。

　平成19年６月に「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」が公布され、平成20年度一部施行、平成21年度に全面施行となりました。この法律に基づき、毎年度「健全化判
断比率」および「資金不足比率」を算定し、町監査委員の審査を受け、その意見書を付けて議会に報告するとともに、町民の皆さまへ公表することが義務付けられました。
　公表する比率は、①健全化判断比率と②資金不足比率があり、健全化判断比率は、「実質赤字比率」「連結実質赤字比率」「実質公債費比率」「将来負担比率」の４つの指標か
らなり、早期健全化基準を下回っている比率であれば、健全財政といえます。また、資金不足比率は、病院事業や下水道事業など公営企業の資金不足比率が経営健全化基準を
下回っている比率であれば、公営企業の経営状況は健全といえます。五戸町の21年度決算に基づく比率は次の表のとおり、いずれの比率においても早期健全化基準および経営
健全化基準の比率を下回っているため、健全財政であるといえます。

①【実質赤字比率】一般会計等を対象とした実質赤字額の標準財政規模（標準税収入額＋普通地方交付税額＋地方譲与税）に対する比較です。
②【連結実質赤字比率】普通会計のほか老人保険事業や国民健康保険事業、病院事業、下水道事業などすべての会計を合計した赤字額等の標準財政規模に対する比率です。
③【実質公債費比率】借入した地方債の返済額やそれに準ずるものの支払額を合計したとき、普通会計でどれだけ負担しているかという比率です。（３ヵ年平均）
④【将来負担比率】普通会計及び特別会計の借入残高や一部事務組合への負担見込額などを合計し、将来どれくらいの負担が見込まれるかという比率です。
⑤【資金不足比率】公営企業それぞれの事業規模に対してどれくらいの資金不足があるかという比率です。

義務的経費
職員の給料や議員等
の報酬、法令で定め
られた行政サービス
の経費、借金の返済
  37億8,931万円 39．6％

投資的経費
道路・施設・ほ場整
備費、災害復旧費
  12億3,963万円 12．９％

その他経費
道路・施設補修、他団体へ
の補助金、基金への積立、
病院や公社への負担、奨学金
の貸付、特別会計への繰出
  45億6,266万円 47．5％

人件費 12億9,195万円（13.5%）
総務費 20億7,177万円（21.6%）

その他 7万円（0.0%）

公債費 16億2,184万円（16.9%）

災害復旧費 380万円（0.0%）

教育費 8億6,393万円（9.0%）

消防費 3億4,269万円（3.6%）

土木費 8億4,433万円（8.8%）

商工費 5,096万円（0.6%）

議会費 1億809万円（1.1%）

民生費 19億972万円（19.9%）

衛生費 11億9,145万円（12.4%）
農林水産業費 5億8,295万円（6.1%）

扶助費 8億7,964万円（9.2%）

公債費 16億1,772万円(16.9%)公債費 16億1,772万円（16.9%）

普通建設事業費 12億3,583万円（12.9%）

繰出金 11億914万円（11.6%）
投資、出資金、貸付金
　　　　2億8,294万円（2.9%）

積立金 3億4,912万円（3.6%)

補助費等 18億6,834万円
（19.5%）

維持修繕費 7,917万円（0.8%）
物件費 8億7,395万円（9.1%）

災害復旧事業費 380万円（0.0%）

　※資金不足比率は資金不足がない場合は「－」を記載しています。

①実質赤字比率
②連結実質赤字比率
③実質公債費比率
④将来負担比率

－
－
24.6 ％
167.4 ％

－
－
23.5 ％
130.2 ％

14.30 ％
19.30 ％
25.0  ％
350.0  ％

20.00 ％
40.00 ％
35.0  ％

Ｈ20
五戸町健全化判断比率 早期健全化基準

五 戸 町 病 院 事 業 会 計
五 戸 町 下 水 道 事 業 特 別 会 計
五戸町農業集落排水処理施設事業特別会計
五 戸 町 簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計

－
－
－
－

五戸町住宅用地造成事業等特別会計 －

－
－
－ 20.0 ％
－
－

Ｈ20 Ｈ21
資金不足比率特 別 会 計 の 名 称 経営健全化基準財政再生基準
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性質別 目的別

　町条例により、平成22年度の財政状況を公表し、併せて平成21年度の決算の状況をお知らせします。
　平成21年度の一般会計決算は、歳入97億6,650万円、歳出95億9,160万円で、差し引き1億7,490万
円の剰余金が生じました。この額から翌年度へ繰り越すべき財源2,371万円を差し引いた実質収支額は、
１億5,119万円の黒字となりました。
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平成22年度
予　算
９月末 現 在

　平成22年度の一般会計予算は、9月末現在105億1,786万円です。
予算の執行率は歳入45．9％、歳出36．3％となっています。

議会費　1億1,035万円  1.0%

総務費　31億1,905万円  29.7%

民生費　21億6,041万円  20.5%

衛生費　9億9,374万円  9.4%

農林水産業費　5億7,605万円  5.5%

商工費　8,476万円　0.8%

老 人 保 健 予算額 67万円

後期高齢者医療  予算額 ４億1,768万円

災害復旧費　89万円  0.0%

その他　521万円  0.1%

土木費　6億4,898万円
6.2％

消防費　3億6,396万円  3.5%

教育費　9億1,506万円  8.7%

公債費　15億3,940万円  14.6%

特別会計

町民１人当たりが納める町の税金
68,021円

町民１人当たりに使われる町のお金
536,489円

※一般会計歳出総額（105億1,786万円）を
平成22年９月末現在の人口（19,605人）
で割ったものです。

※町税額（13億3,355万円）を平成22年
９月末現在の人口（19,605人）で割った
ものです。

歳入

歳出

歳入

歳出

［179.3％］

［42.4％］

［67.5％］

［42.1％］

歳出 ［40.6％］

国民健康保険 予算額 26億2,323万円

歳入 ［33.3％］

介 護 保 険 予算額 19億8,984万円

下水道事業  予算額 ４億5,374万円

歳入

歳出

歳入

歳出

［48.4％］

［40.1％］

［20.1％］

［31.5％］

農業集落排水処理施設事業 予算額  １億686万円

歳入 ［31.1％］

歳出 ［42.3％］

簡易水道事業 予算額 8,753万円

住宅用地造成事業等 予算額 2,535万円

歳入

歳出

歳入

歳出

［32.3％］

［40.5％］

［78.9％］

［2.2％］

収益的収入 予算額 26億8,771万円

収益的支出 予算額 30億8,437万円

［51.9％］

［42.7％］

［64.2％］

［34.7％］

資本的収入 予算額 ２億8,154万円

病院事業会計

一般会計歳入歳出105億1,786万円

歳 出

資本的支出 予算額  ４億386万円

（１世帯当たりでは190,780円）

（１世帯当たりでは1,504,702円）

歳 入
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菜
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川
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郷

■ 町税　13億3,355万円　12.7%

■ 繰入金　3,037万円　0.3%

■ その他　6億7,785万円　6.4%

■ 地方交付税　44億133万円
41.9%

■ 地方譲与税　1億2,000万円　1.1%

■ 国・県支出金　25億5,896万円
24.3%

■ 町債　13億9,580万円13.3%

　
「
第
26
回
五
戸
町
産
業
と
文
化

ま
つ
り
」
が
11
月
５
日
か
ら
７
日

ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
産
業
ま
つ
り
会
場
の
五
戸
ド
ー

ム
で
は
、
五
戸
地
方
の
秋
の
味
覚

を
楽
し
め
る
数
々
の
出
店
に
大
勢

の
人
が
詰
め
掛
け
ま
し
た
。
中
で

も
「
き
ん
か
も
ち
」
の
実
演
な
ど

が
人
気
を
集
め
て
い
ま
し
た
。

　
ほ
か
に
も
、
菊
花
・
盆
栽
展
や
、

地
元
商
店
に
よ
る
商
工
大
バ
ザ
ー

ル
、
農
産
物
約
４
２
０
点
が
並
ん

だ
五
戸
地
方
農
産
物
品
評
会
な
ど

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
文
化
ま
つ
り
会
場
の
町
立
公
民

館
に
は
、
絵
画
や
書
道
、
手
芸
な

ど
町
民
の
手
作
り
作
品
が
数
多
く

展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
ホ
ー
ル
で
は
５
日
、
町
内
の

小
・
中
学
校
に
よ
る
音
楽
会
が
行

わ
れ
、
児
童
生
徒
が
合
唱
や
合
奏

な
ど
を
披
露
し
ま
し
た
。
６
、
７

日
は
各
種
文
化
団
体
の
芸
能
発
表

会
が
催
さ
れ
、
歌
や
演
奏
、
踊
り

な
ど
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
ス
テ

ー
ジ
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

実
り
の
秋
・
文
化
の
秋

第
26
回
五
戸
町
産
業
と
文
化
ま
つ
り

第
26
回
五
戸
町
産
業
と
文
化
ま
つ
り

第
26
回
五
戸
町
産
業
と
文
化
ま
つ
り
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第
13
回
五
戸
地
方
農
産
物
品
評
会
入
賞
者（
優
等
・
１
等
の
み
、敬
称
略
）

平成22年度
予　算
９月末 現 在

　平成22年度の一般会計予算は、9月末現在105億1,786万円です。
予算の執行率は歳入45．9％、歳出36．3％となっています。

議会費　1億1,035万円  1.0%

総務費　31億1,905万円  29.7%

民生費　21億6,041万円  20.5%

衛生費　9億9,374万円  9.4%

農林水産業費　5億7,605万円  5.5%

商工費　8,476万円　0.8%

老 人 保 健 予算額 67万円

後期高齢者医療  予算額 ４億1,768万円

災害復旧費　89万円  0.0%

その他　521万円  0.1%

土木費　6億4,898万円
6.2％

消防費　3億6,396万円  3.5%

教育費　9億1,506万円  8.7%

公債費　15億3,940万円  14.6%

特別会計

町民１人当たりが納める町の税金
68,021円

町民１人当たりに使われる町のお金
536,489円

※一般会計歳出総額（105億1,786万円）を
平成22年９月末現在の人口（19,605人）
で割ったものです。

※町税額（13億3,355万円）を平成22年
９月末現在の人口（19,605人）で割った
ものです。

歳入

歳出

歳入

歳出

［179.3％］

［42.4％］

［67.5％］

［42.1％］

歳出 ［40.6％］

国民健康保険 予算額 26億2,323万円

歳入 ［33.3％］

介 護 保 険 予算額 19億8,984万円

下水道事業  予算額 ４億5,374万円

歳入

歳出

歳入

歳出

［48.4％］

［40.1％］

［20.1％］

［31.5％］

農業集落排水処理施設事業 予算額  １億686万円

歳入 ［31.1％］

歳出 ［42.3％］

簡易水道事業 予算額 8,753万円

住宅用地造成事業等 予算額 2,535万円

歳入

歳出

歳入

歳出

［32.3％］

［40.5％］

［78.9％］

［2.2％］

収益的収入 予算額 26億8,771万円

収益的支出 予算額 30億8,437万円

［51.9％］

［42.7％］

［64.2％］

［34.7％］

資本的収入 予算額 ２億8,154万円

病院事業会計

一般会計歳入歳出105億1,786万円

歳 出

資本的支出 予算額  ４億386万円

（１世帯当たりでは190,780円）

（１世帯当たりでは1,504,702円）

歳 入

▲ 長いも入り豚汁の試食には長蛇
　 の列

▶
農
家
自
慢
の
野
菜
や
果
物
が
ず
ら

り
と
並
ぶ
品
評
会
。
購
入
も
で
き
、

買
い
物
客
で
賑
わ
っ
た

▶
町
立
公
民
館
で
行
わ
れ
た
小
・
中

学
校
音
楽
会

▲ 力作ぞろいの文化展。町民作品に
　 見入る来場者

▲ 芸能発表会。　
　 華麗な舞いを披露

部
　
門

等
級
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目
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名
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等
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）
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が
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澤
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蓮
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■ 町税　13億3,355万円　12.7%

■ 繰入金　3,037万円　0.3%

■ その他　6億7,785万円　6.4%

■ 地方交付税　44億133万円
41.9%

■ 地方譲与税　1億2,000万円　1.1%

■ 国・県支出金　25億5,896万円
24.3%

■ 町債　13億9,580万円13.3%

　
「
第
26
回
五
戸
町
産
業
と
文
化

ま
つ
り
」
が
11
月
５
日
か
ら
７
日

ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
産
業
ま
つ
り
会
場
の
五
戸
ド
ー

ム
で
は
、
五
戸
地
方
の
秋
の
味
覚

を
楽
し
め
る
数
々
の
出
店
に
大
勢

の
人
が
詰
め
掛
け
ま
し
た
。
中
で

も
「
き
ん
か
も
ち
」
の
実
演
な
ど

が
人
気
を
集
め
て
い
ま
し
た
。

　
ほ
か
に
も
、
菊
花
・
盆
栽
展
や
、

地
元
商
店
に
よ
る
商
工
大
バ
ザ
ー

ル
、
農
産
物
約
４
２
０
点
が
並
ん

だ
五
戸
地
方
農
産
物
品
評
会
な
ど

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
文
化
ま
つ
り
会
場
の
町
立
公
民

館
に
は
、
絵
画
や
書
道
、
手
芸
な

ど
町
民
の
手
作
り
作
品
が
数
多
く

展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
ホ
ー
ル
で
は
５
日
、
町
内
の

小
・
中
学
校
に
よ
る
音
楽
会
が
行

わ
れ
、
児
童
生
徒
が
合
唱
や
合
奏

な
ど
を
披
露
し
ま
し
た
。
６
、
７

日
は
各
種
文
化
団
体
の
芸
能
発
表

会
が
催
さ
れ
、
歌
や
演
奏
、
踊
り

な
ど
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
ス
テ

ー
ジ
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

実
り
の
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・
文
化
の
秋
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文
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つ
り
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文
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つ
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第
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五
戸
町
産
業
と
文
化
ま
つ
り
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五戸総合病院理念
■ 地域住民を気づかい思いやる心
■ 本人の意思を尊重した患者さん本位の医療
■ 医学の進歩をふまえた正しい医療

五戸総合病院医師一覧表（外来診療）
氏　　名
新井田修久
岡本　一雄
田口　　順
濱舘　貴徳

大根田　昭
三浦　昌人
東山　明弘
応 援 医 師
蝦名　宣男
田邊　　淳
安藤　敏典
井戸川敏彦
応 援 医 師
笹野　拓也
応 援 医 師
三上　靖隆
応 援 医 師
応 援 医 師
深瀬　栄一
応 援 医 師
袴田真理子
応 援 医 師
応 援 医 師

診療科

【糖尿病外来】

内 　 　 科

【循環器内科】

【消化器内科】
外 　 　 科

産 婦 人 科

小 児 科

整 形 外 科

脳神経外科
眼 　 　 科
耳鼻咽喉科

皮 膚 科

職名・派遣先
副 院 長
副 院 長
科 　 長
医 　 長

仙 台 市
東北大学
三戸病院
弘前大学
院 　 長
医療局長
医　　長
副 院 長
東北大学
科 　 長
弘前大学
科 　 長
弘前大学
労災病院
科 　 長
岩手医科大学
八 戸 市
弘前大学
東北大学

月曜日
○
○
○
○

○

○

○

○

○

○10：00～

火曜日
９：００～消化器検査
倉石診療所
○
○

○12／7、12／21

○

○

○
○12／28○12／27
○

○

○

○

○
○
９：００～消化器検査
○

○

○
○12／3

○

○

○

○
○
○
９：００～消化器検査

９：００～消化器検査

○

○

○

○

○

○

○９：００～ ○９：００～

○
○
○
９：００～消化器検査

木川　　英 副 医 長 ○ ○ ○ ○ ○

○

○
○

○12／4
○
○第２・４
○
○第２・４

○

○交替で
○
○交替で
○交替で
○交替で

○交替で
○交替で
○交替で
○

○

○第１・３
○
○毎週予約制

○第１・３

水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

平成22年12月１日現在

外来診療（初診・再診）受付時間：午前７時30分～午前11時30分　※ただし急患はこの限りではありません。
第２・４土曜日は休診です。 

・
神
奈
川
県
出
身

・
昭
和
54
年
９
月
８
日
生（
31
歳
）

・
平
成
10
年
３
月
桐
蔭
学
園
高
等

学
校
卒
業

・
平
成
17
年
３
月
東
海
大
学
医
学

部
卒
業

・
平
成
17
年
４
月
医
師
免
許
取
得

・
八
戸
市
立
市
民
病
院
で
診
療
に

従
事
し
、
五
戸
総
合
病
院
へ
派
遣

・
医
学
博
士

・
日
本
外
科
学
会
専
門
医

・
日
本
消
化
器
病
専
門
医

・
日
本
消
化
器
外
科
専
門
医

・
乳
腺
認
定
医

・
イ
ン
フ
ェ
ク
シ
ョ
ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ド
ク
タ
ー

・
消
化
器
癌
外
科
治
療
認
定
医

・
宮
城
県
出
身

・
昭
和
45
年
９
月
12
日
生（
40
歳
）

・
平
成
元
年
３
月
宮
城
県
立
仙
台
第
二
高
等
学
校
卒
業

・
平
成
９
年
３
月
順
天
堂
大
学
医
学
部
卒
業

・
平
成
９
年
５
月
医
師
免
許
取
得

・
仙
台
逓
信
病
院
、
奥
州
市
総
合
水
沢
病
院
、

　東
北
大
学
医
学
部（
助
教
）な
ど
で
診
療
に
従
事

　五
戸
総
合
病
院
で
は
、
４
名
の
内
科
医
師
で
診
療
に
あ
た
っ
て
い
ま
し

た
が
、
10
月
１
日
付
で
木
川
英
先
生
が
着
任
さ
れ
、
５
名
の
診
療
体
制
と

な
り
ま
し
た
。

　ま
た
、
外
科
は
こ
れ
ま
で
常
勤
医
２
名
の
ほ
か
東
北
大
学
か
ら
２
か
月

交
代
で
応
援
医
師
を
派
遣
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
11
月
１
日

付
で
安
藤
敏
典
先
生
が
着
任
さ
れ
、
常
勤
医
が
３
名
と
な
り
ま
し
た
。

五
戸
総
合
病
院

内
科
と
外
科
の
新
任
医
師

を
紹
介
し
ま
す

内科副医長

木  川　　英

外科医長

安 藤　敏 典



❼

　あそびの広場（五戸町放課後子どもプラ
ン）による「土曜ハンズデー」では、町の
小学生・幼児ら20人によるハロウィーンの
仮装を行いました。子どもたちは、ビニール
や布を使って衣装を製作。海賊や、魔法使
いなどに変身して中心街を歩き、住民から
お菓子をもらうなどして触れ合いました。

“２０，０００人の  ＰＨＯＴＯ”　まちの皆さんが主役（モデル）です！
フォト

■町内の出来事や、頑張っている
　皆さんを紹介するコーナーです。

魔
法
使
い
な
ど
に
仮
装
し
て
町
へ
出
よ
う
！

●
10
月
30
日  

土
曜
ハ
ン
ズ
デ
ー
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン

　11月23日に
皇居で行なわ
れ る 新 嘗 祭
に、アワを献
上した小笠原
義高さんが、
三浦町長に喜
びを報告しま
した。小笠原
さんは、皇居

で行われた「新嘗祭献穀者御会釈」に出
席。天皇・皇后両陛下にも対面しました。
小笠原さんは無農薬で生産したアワ10㎏を
学校給食用に寄贈しました。

小
笠
原
さ
ん
「
新
嘗
祭
」
へ
ア
ワ
を
献
上

●
「
新
嘗
祭
」
に
使
用
の
ア
ワ
を
学
校
給
食
へ
寄
贈

　毎年恒例の町民歩こう会が10月31日に開
催されました。
　今年向かったのは紅葉の名所として知ら
れる十和田湖・奥入瀬渓流。あいにくの雨
模様でしたが、老若男女72人の町民が子の
口までの渓流コースを散策し、色鮮やかな
紅葉を楽しみました。

奥
入
瀬
の
紅
葉
を
楽
し
む

●
第
34
回
五
戸
町
民
歩
こ
う
会

　五戸町国際
交流協会（塚
原實敬会長）
による「親子
カボチャラン
タンづくり」
がこのほど、
町立公民館で
行 わ れ ま し
た。この日、

参加した親子は９組。米海軍三沢基地の
若い隊員さんに英語で教わりながら、専用
のキットでカボチャに穴を開けて親子でラ
ンタン作りを楽しみました。

ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
で
米
海
軍
隊
員
ら
と
触
れ
合
う

●
親
子
カ
ボ
チ
ャ
ラ
ン
タ
ン（
ラ
ン
プ
）づ
く
り

　10月10日、
ごのへグリー
ン・ツーリズ
ム研究会の会
員小村喜幸さ
んのリンゴ園
で「リンゴも
ぎ取り体験」
が開催されま
した。八戸市

などから参加した親子ら7人は、小村さん
の指導の下、リンゴもぎに挑戦。紅玉など
のもぎたてのリンゴをほおばり笑顔を見せ
ていました。

真
っ
赤
な
リ
ン
ゴ
を
収
穫

●
ご
の
へ
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム

　第７回くら
いし北部地区
サケのつかみ
捕りと倉石牛
祭り（くらい
し北部振興会
主催）が10月
31日、倉石北
部水稲営農組
合広場で行わ

れました。会場の特設プールでは、小学生
や家族連れがサケの捕獲体験に挑戦。この
ほか、サケ鍋や倉石牛焼き肉コーナーで
も、にぎわいをみせていました。

大
き
な
サ
ケ
を
つ
か
ま
え
た
よ
！

●
鮭（
サ
ケ
）の
つ
か
み
捕
り
と
倉
石
牛
祭
り

に
い
な
め
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●
皆
さ
ん
の
作
品
を｢

文
芸
ご
の
へ｣

に
発
表
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
川
柳
・
短
歌
な
ど
の
区
別
を
明
記
し
、
総
務
課
広
報
係
へ
。

　
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

〈
川
柳
〉

重
た
し
の
息
が
き
れ
た
る
足
も
つ
れ

斎
藤
君

”仲
間”

の
言
葉
に
感
謝
託
し
て

秋
の
日
は
農
家
想
い
の
鈎
落
と
し

ね
た
み
哉
わ
ざ
と
音
出
す
飲
み
屋
マ
マ

さ
み
し
さ
に
何
か
ひ
と
こ
と
な
き
義
母
に

日
暮
れ
ま
え
に
わ
か
雨
上
が
り
秋
虹
見
た

齢
な
ん
だ
き
つ
い
冗
談
云
え
な
い
ね

農
機
具
祭
そ
ば
屋
に
ぎ
わ
う
豊
作
の
秋

〈
短
歌
〉

﹁
お
は
よ
う
﹂
の
声
の
明
る
き
登
校
時
の

こ
の
子
ら
が
好
き
こ
の
町
が
好
き

ひ
さ
び
さ
に
癒
え
た
る
こ
の
日
身
に
ま
と
う

ス
ー
ツ
姿
の
生
き
生
き
と
し
て

八
戸
自
衛
隊
の
昼
食
た
べ
友
達
と

広
い
駐
屯
地
を
バ
ス
で
廻
り
見
ゆ

救
出
に
世
界
中
の
目
が
一
点
に

33
人
皆
無
事
に

人
知
れ
ず
た
ゞ
一
輪
の
花
な
れ
ど

蝶
に
好
か
れ
る
花
で
あ
り
た
や

秋
田
路
は
小
野
小
町
の
生
ま
れ
里

昔
を
今
に
思
い
を
は
せ
る

　

小
林

　静
枝
（
五
戸
町
）

久
保
田
玲
子
（
菖
蒲
川
）

本
田

　昭
雄
（
舘

　町
）

土
嶺
せ
い
れ
い
（

　
　
　）

佐
々
木
は
る
の
（

　
　
　）

鳥
谷
部
せ
ぬ
（
ひ
ば
り
野
）

善

　太

　郎
（
五
戸
町
）

沢
田

　良
子
（
上
市
川
）

　

甲
田

　
　悠
（
豊
間
内
）

房

　
　
　子
（
中

　市
）

橘

　ミ
ネ
子
（
北
市
川
）

藤
村

　ナ
ヲ
（
鍜
冶
屋
窪
）

田
代
十
志
男
（
上
市
川
）

根
市

　ミ
ヤ
（

　
　
　）

古
街
道

長

　根

上
市
川

中

　区

古
街
道

長

　根

　10月17日、町の防災訓練が行われ、関係者約150人が
大地震を想定して取り組みました。
　当初、一般住民を含めて約300人が参加する予定でし
たが、降雨で会場グラウンドの状態が悪かったため、対
策本部設置や炊き出しなどに限定した訓練を行いました。
　訓練は川内地区を震源とする震度６弱の地震が発生し
たことを想定。

　

　町は速やかに対策本部を設置し、家屋倒壊や火災発生
などの情報収集の手順を確認しました。
　川内支所では陸上自衛隊、町赤十字奉仕団、町連合婦
人会、婦人消防クラブら約40人が炊き出し訓練を実施。
手ぎわ良くおにぎりと豚汁を作成しました。また、川内
地区では消防団員が大規模な火災発生を想定した中継送
水訓練を行い、機敏な動きで災害に備えました。

災害に備えて
防 災 訓 練 を 実施

手早くおにぎりを作る
町赤十字奉仕団員ら

　県
立
郷
土
館
と
町
教
委
の
主
催

に
よ
る
「
な
つ
か
し
の
南
部
鉄
道

記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
こ
の
ほ
ど

町
図
書
館
で
開
催
さ
れ
、
県
内
外

か
ら
約
40
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　元
南
部
鉄
道
社
員
ら
を
招
い
た

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、
廃
線
の
原
因
と
な
っ
た
昭
和

43
年
の
十
勝
沖
地
震
の
様
子
を
南

部
鉄
道
元
社
員
２
人
が
説
明
し
ま

し
た
。

　県
庁
県
史
編
さ
ん
グ
ル
ー
プ
の

中
園
主
幹
の
記
念
講
演
で
は
、
当

時
の
貴
重
な
写
真
に
つ
い
て
解

説
。
こ
れ
ら
の
資
料
は
昨
年
、
南

部
バ
ス
が
町
に
寄
贈
し
た
も
の

で
、
参
加
者
は
町
民
に
親
し
ま
れ

た
鉄
道
の
話
に
熱
心
に
耳
を
傾
け

て
い
ま
し
た
。

　法
務
省
は
、
平
成
22
年
度
人
権

擁
護
委
員
法
務
大
臣
表
彰
で
、
多

年
に
わ
た
り
国
民
の
人
権
擁
護
と

人
権
思
想
の
普
及
高
揚
に
貢
献
し

た
と
し
て
、
全
国
で
１
５
０
人
を

表
彰
し
ま
し
た
。

　五
戸
町
か
ら
は
長
年
に
わ
た
り

相
談
業
務
や
人
権
啓
発
活
動
に
従

事
し
、
八
戸
人
権
擁
護
委
員
協
議

会
会
長
を
務
め
た
沼
畑
清
さ
ん
が

法
務
大
臣
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　沼
畑
さ
ん
は
「
多
く
の
こ
と
を

学
ば
せ
て
い
た
だ
い
た
14
年
で
し

た
。
あ
と
２
年
の
任
期
で
す
が
、

い
ま
少
し
が
ん
ば
っ
て
み
よ
う
と

思
っ
て
お
り
ま
す
」
と
抱
負
を
述

べ
ま
し
た
。

　第
52
回
青
森
県
文
化
賞
に
、
五

戸
地
方
の
歴
史
研
究
に
励
む
三
浦

榮
一
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
五

戸
町
民
で
は
初
の
受
賞
で
す
。

　三
浦
さ
ん
は
元
小
学
校
教
諭

で
、
五
戸
地
方
の
歴
史
、
文
化
、

人
物
な
ど
幅
広
い
分
野
に
つ
い
て

研
究
。
そ
の
成
果
を
「
流
れ
る
五

戸
川
」
全
23
冊
に
ま
と
め
て
自
費

出
版
し
ま
し
た
。
五
戸
町
文
化
財

保
護
審
議
会
議
長
、「
五
戸
川
流

域
の
保
全
と
創
造
を
考
え
る
会
」

会
長
な
ど
も
務
め
て
い
ま
す
。

　三
浦
さ
ん
は
、「
受
賞
を
励
み

に
活
動
を
続
け
た
い
。
今
後
は
後

継
者
育
成
に
も
力
を
注
ぎ
た
い
」

と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

●
人
権
に
関
す
る
相
談
窓
口

・
青
森
県
法
務
局
八
戸
支
局

　℡
24 

＿ 

３
３
５
１

・
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

　℡
０
１
２
０ 

＿ 

０
０
７ 

＿ 

１
１
０

・
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　℡
０
５
７
０ 

＿ 

０
７
０ 

＿ 

８
１
０

・
五
戸
町
人
権
擁
護
委
員

　沼
畑

　
　清 

℡
62 

＿ 

３
２
４
９

　石
渡

　幹
郎 

℡
67 

＿ 

２
９
０
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　川
﨑

　光
雄 

℡
68 

＿ 

３
１
８
４

　原

　
　
　博 

℡
68 

＿ 

２
０
８
４

　髙
谷
冨
士
男 

℡
77 

＿ 

３
０
９
４

　川
村

　テ
ル 

℡
62 

＿ 

２
８
０
５

　長
野

　
　修 

℡
77 

＿ 

２
１
０
１

●
特
設
人
権
相
談
所

　相
談
無
料
・
秘
密
厳
守

○
日

　
時

　12
月
１
日
（
水
）

　
　
　
　
　午
後
１
時
30
分
〜
４
時

○
場

　
所

　町
立
公
民
館

○
相
談
員

　五
戸
町
人
権
擁
護
委
員

問

　役
場
住
民
課

　℡
62 

＿ 

２
１
１
１

　内
線
１
１
１

除 雪 作 業 に ご 協 力 を ！除 雪 作 業 に ご 協 力 を ！除 雪 作 業 に ご 協 力 を ！

至市街

東北メディカル学院

まきば温泉

工業団地

ひばり野公園

雪捨て場
（苗代沢町有地）

至
国
道
４
号

至
志
戸
岸

五
戸
中

除雪車で寄せた雪を道路に返したり、自分の
敷地に降った雪を道路に押し出したりしない
でください。ワダチやでこぼこの原因にな
り、交通障害や事故を引き起こす恐れがあり
ます。みだりに道路に雪を捨てることは道路
交通法などに違反し、罰則も設けられていま
す。雪は指定の雪捨て場に捨てましょう。

深夜作業にご理解を

問い合わせ先　役場建設課　℡６２－２１１１　内線２４７

路上の駐停車は除雪の妨げになり
ます。決められた場所
以外での駐停車は
やめま
しょう。

路上駐車はやめましょう

除雪車は重機械であり、前後約10ｍは死角となります。
また、雪の中に混じっている
砕石・ガラスなどが飛び散る
場合もありますので、30ｍ
以内には近寄らないように
お願いします。

作業中の除雪車には30ｍ以内に近寄らないでください
除雪・排雪作業は、交通
渋滞を引き起こさないた
めに交通量の少ない夜
間・早朝に行われます。
ご迷惑をお掛けします
が、ご理解ください。

道路に雪を捨てないでください

地震災害対策本部会議を招集する町長㊥

と
し

た

　
　
　
い

じ

　
い

南
部
鉄
道
フ
ォ
ー
ラ
ム

十
勝
沖
地
震
を
振
り
返
る中園主幹による記念講演法務大臣表彰を受けた沼畑清さん㊥

青
森
県
文
化
賞
受
賞

五
戸
町
で
は
初
の
快
挙

法
務
大
臣
表
彰
受
賞

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

12
月
４
日
か
ら
10
日
は

第
62
回
人
権
週
間
で
す

青
森
県
文
化
賞
を
受
け
た
三
浦
榮
一
さ
ん

み
ん
な
で
築
こ
う
人
権
の
世
紀

〜
考
え
よ
う
相
手
の
気
持
ち
・

　
育
て
よ
う
思
い
や
り
の
心
〜
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　10月17日、町の防災訓練が行われ、関係者約150人が
大地震を想定して取り組みました。
　当初、一般住民を含めて約300人が参加する予定でし
たが、降雨で会場グラウンドの状態が悪かったため、対
策本部設置や炊き出しなどに限定した訓練を行いました。
　訓練は川内地区を震源とする震度６弱の地震が発生し
たことを想定。

　

　町は速やかに対策本部を設置し、家屋倒壊や火災発生
などの情報収集の手順を確認しました。
　川内支所では陸上自衛隊、町赤十字奉仕団、町連合婦
人会、婦人消防クラブら約40人が炊き出し訓練を実施。
手ぎわ良くおにぎりと豚汁を作成しました。また、川内
地区では消防団員が大規模な火災発生を想定した中継送
水訓練を行い、機敏な動きで災害に備えました。

災害に備えて
防 災 訓 練 を 実施

手早くおにぎりを作る
町赤十字奉仕団員ら

　県
立
郷
土
館
と
町
教
委
の
主
催

に
よ
る
「
な
つ
か
し
の
南
部
鉄
道

記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
こ
の
ほ
ど

町
図
書
館
で
開
催
さ
れ
、
県
内
外

か
ら
約
40
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　元
南
部
鉄
道
社
員
ら
を
招
い
た

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、
廃
線
の
原
因
と
な
っ
た
昭
和

43
年
の
十
勝
沖
地
震
の
様
子
を
南

部
鉄
道
元
社
員
２
人
が
説
明
し
ま

し
た
。

　県
庁
県
史
編
さ
ん
グ
ル
ー
プ
の

中
園
主
幹
の
記
念
講
演
で
は
、
当

時
の
貴
重
な
写
真
に
つ
い
て
解

説
。
こ
れ
ら
の
資
料
は
昨
年
、
南

部
バ
ス
が
町
に
寄
贈
し
た
も
の

で
、
参
加
者
は
町
民
に
親
し
ま
れ

た
鉄
道
の
話
に
熱
心
に
耳
を
傾
け

て
い
ま
し
た
。

　法
務
省
は
、
平
成
22
年
度
人
権

擁
護
委
員
法
務
大
臣
表
彰
で
、
多

年
に
わ
た
り
国
民
の
人
権
擁
護
と

人
権
思
想
の
普
及
高
揚
に
貢
献
し

た
と
し
て
、
全
国
で
１
５
０
人
を

表
彰
し
ま
し
た
。

　五
戸
町
か
ら
は
長
年
に
わ
た
り

相
談
業
務
や
人
権
啓
発
活
動
に
従

事
し
、
八
戸
人
権
擁
護
委
員
協
議

会
会
長
を
務
め
た
沼
畑
清
さ
ん
が

法
務
大
臣
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　沼
畑
さ
ん
は
「
多
く
の
こ
と
を

学
ば
せ
て
い
た
だ
い
た
14
年
で
し

た
。
あ
と
２
年
の
任
期
で
す
が
、

い
ま
少
し
が
ん
ば
っ
て
み
よ
う
と

思
っ
て
お
り
ま
す
」
と
抱
負
を
述

べ
ま
し
た
。

　第
52
回
青
森
県
文
化
賞
に
、
五

戸
地
方
の
歴
史
研
究
に
励
む
三
浦

榮
一
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
五

戸
町
民
で
は
初
の
受
賞
で
す
。

　三
浦
さ
ん
は
元
小
学
校
教
諭

で
、
五
戸
地
方
の
歴
史
、
文
化
、

人
物
な
ど
幅
広
い
分
野
に
つ
い
て

研
究
。
そ
の
成
果
を
「
流
れ
る
五

戸
川
」
全
23
冊
に
ま
と
め
て
自
費

出
版
し
ま
し
た
。
五
戸
町
文
化
財

保
護
審
議
会
議
長
、「
五
戸
川
流

域
の
保
全
と
創
造
を
考
え
る
会
」

会
長
な
ど
も
務
め
て
い
ま
す
。

　三
浦
さ
ん
は
、「
受
賞
を
励
み

に
活
動
を
続
け
た
い
。
今
後
は
後

継
者
育
成
に
も
力
を
注
ぎ
た
い
」

と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

●
人
権
に
関
す
る
相
談
窓
口

・
青
森
県
法
務
局
八
戸
支
局

　℡
24 

＿ 

３
３
５
１

・
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

　℡
０
１
２
０ 

＿ 

０
０
７ 

＿ 

１
１
０

・
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　℡
０
５
７
０ 
＿ 
０
７
０ 

＿ 

８
１
０

・
五
戸
町
人
権
擁
護
委
員

　沼
畑

　
　清 

℡
62 
＿ 
３
２
４
９

　石
渡

　幹
郎 

℡
67 

＿ 
２
９
０
６

　川
﨑

　光
雄 

℡
68 

＿ 

３
１
８
４

　原

　
　
　博 

℡
68 

＿ 

２
０
８
４

　髙
谷
冨
士
男 

℡
77 

＿ 

３
０
９
４

　川
村

　テ
ル 

℡
62 

＿ 

２
８
０
５

　長
野

　
　修 

℡
77 

＿ 

２
１
０
１

●
特
設
人
権
相
談
所

　相
談
無
料
・
秘
密
厳
守

○
日

　
時

　12
月
１
日
（
水
）

　
　
　
　
　午
後
１
時
30
分
〜
４
時

○
場

　
所

　町
立
公
民
館

○
相
談
員

　五
戸
町
人
権
擁
護
委
員

問

　役
場
住
民
課

　℡
62 

＿ 

２
１
１
１

　内
線
１
１
１

除 雪 作 業 に ご 協 力 を ！除 雪 作 業 に ご 協 力 を ！除 雪 作 業 に ご 協 力 を ！

至市街

東北メディカル学院

まきば温泉

工業団地

ひばり野公園

雪捨て場
（苗代沢町有地）

至
国
道
４
号

至
志
戸
岸

五
戸
中

除雪車で寄せた雪を道路に返したり、自分の
敷地に降った雪を道路に押し出したりしない
でください。ワダチやでこぼこの原因にな
り、交通障害や事故を引き起こす恐れがあり
ます。みだりに道路に雪を捨てることは道路
交通法などに違反し、罰則も設けられていま
す。雪は指定の雪捨て場に捨てましょう。

深夜作業にご理解を

問い合わせ先　役場建設課　℡６２－２１１１　内線２４７

路上の駐停車は除雪の妨げになり
ます。決められた場所
以外での駐停車は
やめま
しょう。

路上駐車はやめましょう

除雪車は重機械であり、前後約10ｍは死角となります。
また、雪の中に混じっている
砕石・ガラスなどが飛び散る
場合もありますので、30ｍ
以内には近寄らないように
お願いします。

作業中の除雪車には30ｍ以内に近寄らないでください
除雪・排雪作業は、交通
渋滞を引き起こさないた
めに交通量の少ない夜
間・早朝に行われます。
ご迷惑をお掛けします
が、ご理解ください。

道路に雪を捨てないでください

地震災害対策本部会議を招集する町長㊥

と
し

た

　
　
　
い

じ

　
い

南
部
鉄
道
フ
ォ
ー
ラ
ム

十
勝
沖
地
震
を
振
り
返
る中園主幹による記念講演法務大臣表彰を受けた沼畑清さん㊥

青
森
県
文
化
賞
受
賞

五
戸
町
で
は
初
の
快
挙

法
務
大
臣
表
彰
受
賞

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

12
月
４
日
か
ら
10
日
は

第
62
回
人
権
週
間
で
す

青
森
県
文
化
賞
を
受
け
た
三
浦
榮
一
さ
ん

み
ん
な
で
築
こ
う
人
権
の
世
紀

〜
考
え
よ
う
相
手
の
気
持
ち
・

　
育
て
よ
う
思
い
や
り
の
心
〜
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催
し

表
彰
式
・
年
賀
交
換
会

資
格

消
防
設
備
士
試
験

成
人
式
の
ご
案
内

町
長
杯
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

フ
ッ
ト
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
交
流
大
会

町
長
杯
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

排
水
設
備
工
事
配
管
工
認
定
・
更
新

講
習
お
よ
び
責
任
技
術
者
更
新
講
習

県民手帳好評販売中！

　23年度版青森県民手帳を販売し
ています。県内市町村の主要統計
や五戸町の歩み、ふるさとの主な
行事など暮らしに役立つ情報がた
くさん詰まっています。
※黒、青、赤、緑の４色
価　　格　　500円（税込）
□問企画振興課 ℡ 62－7952（直通）

12月１日～７日は雪崩防災週間です！

　県内では八甲田山での雪崩をはじめとして多くの
雪崩災害が発生しています。家の裏、生活道路や通
学路、スキー場などのレジャー区域などにも危険が
潜んでいますので、積雪時は斜面を注意深く観察
し、兆候を発見したら早めの避難・連絡を心掛け、
被害ゼロを目指しましょう。
□問青森県県土整備部河川砂防課　℡ 017－734－9670
http://www.pref.aomori.lg.jp/kotsu/build/H22na
darebousai.html

情報ステーション

　
町
で
は
、
平
成
23
年
表
彰
式
・

年
賀
交
換
会
を
次
の
と
お
り
開
催

し
ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

●
日
時

　
平
成
23
年
１
月
４
日（
火
）

　
午
前
11
時
か
ら

●
場
所
　
町
立
公
民
館

●
年
賀
交
換
会
会
費

　
１
、０
０
０
円

●
申
込
先

役
場
総
務
課
、
川
内
支
所
・

浅
田
支
所
・
倉
石
支
所

●
申
込
期
限
　
12
月
10
日（
金
）

□問
役
場
総
務
課

　
℡
62
│

７
９
５
０（
直
通
）

　
平
成
23
年
五
戸
町
成
人
式
を
次

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
五
戸
町

出
身
者
で
あ
れ
ば
、
現
在
他
市
町

村
に
住
ん
で
い
て
も
生
年
月
日
が

該
当
す
る
と
出
席
で
き
ま
す
。

●
対
象
者

　
平
成
２
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

３
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

※
対
象
者
全
員
に
、
実
行
委
員
会

が
案
内
は
が
き
を
発
送
し
て
い

ま
す
。
出
欠
の
返
信
を
お
願
い

し
ま
す
。

●
日
時

　
平
成
23
年
１
月
９
日（
日
）

　
午
後
１
時
〜

　（
受
付
　
正
午
〜
12
時
45
分
）

●
場
所
　
町
立
公
民
館

●
祝
賀
パ
ー
テ
ィ
ー

・
時
間
　
午
後
３
時
〜

・
場
所
　
ア
ピ
ル
五
戸

・
会
費
　
１
、０
０
０
円

　
自
由
参
加
で
す
。

□問
教
育
委
員
会
　
教
育
課

　
℡
62
│

７
９
６
５（
直
通
）

●
日
時
　
12
月
19
日（
日
）

　
　
　
　
午
前
９
時
〜

●
場
所
　
倉
石
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

●
チ
ー
ム
編
成

　
１
チ
ー
ム
４
人（
登
録
８
人
以
内
）

※
プ
レ
ー
中
、女
性
を
１
人
含
む
こ
と

●
参
加
資
格
　
五
戸
町
に
在
住

　
　
ま
た
は
勤
務
し
て
い
る
方

●
参
加
料
　
１
人
３
０
０
円

●
申
込
期
限
　
12
月
９
日（
木
）

●
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　
㈶
五
戸
町
ス
ポ
ー
ツ
振
興
公
社

　
℡
62
│

２
３
０
１

●
日
時
　
12
月
26
日（
日
）

　
　
　
　
午
前
８
時
45
分
〜

●
場
所
　
五
戸
ド
ー
ム

●
チ
ー
ム
編
成

　
１
チ
ー
ム
10
人（
18
人
以
内
）

※
年
齢
、
性
別
は
問
い
ま
せ
ん

●
参
加
資
格
　
五
戸
町
に
在
住

　
ま
た
は
勤
務
、在
学
し
て
い
る
方

●
参
加
料
　
１
人
３
０
０
円

●
申
込
期
限
　
12
月
12
日（
日
）

●
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　
㈶
五
戸
町
ス
ポ
ー
ツ
振
興
公
社

　
℡
62
│

２
３
０
１

●
期
日
　
平
成
23
年
１
月
か
ら
３
月

○
予
選
　
毎
週
水
曜
日

　
　
　
　
午
後
６
時
〜
９
時

○
決
勝
　
平
成
23
年
３
月
６
日（
日
）

　
　
　
　
午
前
９
時
〜

●
場
所
　
五
戸
ド
ー
ム

●
参
加
資
格
　
五
戸
町
に
在
住

　
　
　
ま
た
は
勤
務
し
て
い
る
方

●
参
加
料
　
１
人
３
０
０
円

●
申
込
期
限
　
12
月
17
日（
金
）

●
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　
㈶
五
戸
町
ス
ポ
ー
ツ
振
興
公
社

　
℡
62
│

２
３
０
１

●
講
習
期
日

平
成
23
年
１
月
19
日（
水
）か
ら

　
　
　
　
１
月
28
日（
金
）ま
で

　
※
会
場
ご
と
各
期
日

●
講
習
会
場

　
青
森
市
、
弘
前
市
、
八
戸
市
、

　
五
所
川
原
市

●
受
講
料

責
任
技
術
者
更
新
講
習 

７
、０
０
０
円

配
管
工
認
定
講
習
　
　 

７
、０
０
０
円

配
管
工
更
新
講
習
　
　 

５
、０
０
０
円

●
申
込
期
限

平
成
22
年
12
月
６
日（
月
）ま
で

に
建
設
課
へ
　
※
平
日
の
み

□問
役
場
建
設
課（
上
下
水
道
班
）

　
℡
62
│

２
１
１
１
内
線
２
５
０

●
種

　別

　
甲
種
、
乙
種

●
試
験
日

・
八
戸
市

　
平
成
23
年
１
月
29
日（
土
）

・
青
森
市

　
平
成
23
年
１
月
30
日（
日
）

●
願
書
受
付
期
間

　
平
成
22
年
12
月
８
日（
水
）か
ら

　
　
　
　
　
12
月
17
日（
金
）ま
で

□問
㈶
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

　
青
森
県
支
部

　
℡
０
１
７
│
７
２
２
│

１
９
０
２
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交
通
事
故
無
料
相
談

お

知
ら
せ

消
防
車
の
サ
イ
レ
ン
の

鳴
ら
し
方

12
月
か
ら
町
図
書
館
の

利
用
時
間
が
変
わ
り
ま
す

平成22年12月31日現在で
工業統計調査を実施します

　調査の対象となる製造事業所に
は、統計調査員が伺いますのでご協
力をお願いいたします。なお、調査
票に記入していただく内容は、統計
法に基づき秘密が厳守されます。
http://www.meti.go.jp/statistics/
経済産業省・青森県・五戸町

中国書画「扇面」特別展

　今年６月、元八戸ガス㈱
会長鈴木継男氏より町に寄
贈された中国書画「扇面」
を展示します。観覧無料。
●期間　12月７日（火）～
　　　　12月26日（日）
●場所　町図書館
□問町図書館 ℡ 61－1040

電話応答システムで防災
無線の放送内容を聞けます

　℡61－1106に電話をかけ、音声
ガイダンスに従ってプッシュホンを
操作すると、町の防災無線で放送し
た内容を聞くことができます。
※メッセージは放送後24時間で消去
　されます。
□問役場総務課　℡ 62－7950

終戦当時の引揚者の方々へ

　税関では、お預かりしている次の通貨・
証券などをお返ししています。返還の申し
出は本人だけでなく家族の方でも結構です。
・終戦後、海外から引き揚げた方が、上陸
地の税関･海運局に預けた通貨･証券など
・海外の集結地で在外公館などに預けた証
券などのうち、日本に送り返されたもの
□問八戸税関支署　℡ 33－0423

１月「資源ごみ」収集日の変更

　月曜日が「資源ごみ」収集の地区は、
１月の「資源ごみ」収集日が変更になります。

「１週目（１月３日）が収集なし」のため
１週送りになります。
詳しくは、「家庭ごみ収集日程表」
で確認してください。
□問役場福祉保健課　℡ 62－2111 内線134

⇩

公共施設の年末年始休業

相
続
等
に
係
る
生
命
保
険
契
約
等

に
基
づ
く
年
金
の
税
務
上
の
取
り

扱
い
の
変
更
に
つ
い
て

（ ）

■役場・各支所（一般事務）
☎62－2111

■五戸総合病院
☎61－1200 ※急患は診療します

■町立公民館
☎62－5111

■スポーツ振興公社（ドーム）
☎62－2301

■図書館
☎61－1040

■ごみ収集
☎62－2111（役場福祉保健課）

■ごみの直接搬入
☎0176－28－2654（十和田地域広域事務組合）

五戸･新郷の方■斎場
☎62－2111
（役場福祉保健課） それ以外の方

12／
28
火 水
2930311／1 2 3 4 5

木 金 土 日 月 火 水

29 3〜

29 3

29 3〜

29 3〜

28 4〜

31午後〜3

29 3〜

31 3〜

29 3〜

休業期間
〜

情報ステーション

　
消
防
署
･
消
防
団
で
は
、
消
防

車
の
サ
イ
レ
ン
の
鳴
ら
し
方
を
次

の
よ
う
に
運
営
し
て
い
ま
す
。

●
火
災
の
場
合

　
「
ウ
ー
ウ
ー
･
カ
ン
･
カ
ン
･

カ
ン
」
と
サ
イ
レ
ン
音
と
鐘
を

交
互
に
鳴
ら
し
て
走
り
ま
す
。

●
交
通
事
故
な
ど
の
救
助
や
、
救

急
車
の
応
援
の
場
合

「
ウ
ー
ウ
ー
」
と
サ
イ
レ
ン
音
だ

け
で
走
り
ま
す
。

□問
五
戸
消
防
署
℡
62
│

３
１
４
０

交
通
事
故
で
困
っ
た
場
合
、
専
門

の
相
談
員
が
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
相
談
日
時

月
〜
金
曜
日（
祝
日
除
く
）

午
前
９
時
〜
正
午
、
午
後
１
時

〜
５
時

※
毎
月
第
４
水
曜
日
は
弁
護
士
相

談
（
要
予
約
・
要
面
談
）

●
相
談
料

　無
料

●
住
所

　
青
森
市
橋
本
２
│

19
│

３

　
三
井
住
友
海
上
ビ
ル
６
階

□問
㈳
日
本
損
害
保
険
協
会

　
青
森
相
談
セ
ン
タ
ー

　
℡
０
１
７
│
７
２
２
│

１
０
２
５

　
相
続
、
贈
与
な
ど
に
よ
り
取
得

し
た
生
命
保
険
契
約
や
損
害
保
険

契
約
な
ど
に
係
る
年
金
の
所
得
税

の
取
り
扱
い
を
改
め
ま
し
た
。

　
平
成
17
年
分
か
ら
21
年
分
ま
で

の
各
年
分
に
つ
い
て
所
得
税
が
納

め
過
ぎ
と
な
っ
て
い
る
方
は
、
そ

の
納
め
過
ぎ
と
な
っ
て
い
る
所
得

税
が
還
付
と
な
り
ま
す
。

※
平
成
17
年
分
に
つ
い
て
、
早
い

方
は
平
成
22
年
12
月
末
が
還
付

で
き
る
期
限
と
な
り
ま
す
の
で
、

早
め
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま

す
。

□問
八
戸
税
務
署
℡
43
│

０
１
４
１

　
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
12
月
か
ら
３
月
ま
で
の
間
、

平
日
の
利
用
時
間
が
午
前
10
時
か

ら
午
後
６
時
ま
で
と
な
り
ま
す
。

□問
町
図
書
館 

℡
61
│

１
０
４
０

http://w
w
w
.nta.go.jp
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◆
主
な
内
容
◆

◆
主
な
内
容
◆

・
町
の
財
政
状
況
 …
…
…
…
…
…
…
…
 ②
～
④

・
産
業
と
文
化
ま
つ
り
 …
…
…
…
…
…
…
…
 ⑤

・
ほ
っ
と
ス
ル
メ
ー
ル
開
始
！

　
　
安
全
・
安
心
情
報
を
携
帯
メ
ー
ル
で
受
信
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
  　
　…

カ
レ
ン
ダ
ー
裏
面

・
新
任
医
師
の
紹
介
 …
…
…
…
…
…
…
 ⑥

・
青
森
県
文
化
賞
 …
…
…
…
…
…
…
…
 ⑨

・
法
務
大
臣
表
彰
 …
…
…
…
…
…
…
…
 ⑨

・
除
雪
作
業
に
ご
協
力
を
 …
…
…
…
…
 ⑨

・
成
人
式
の
ご
案
内
 …
…
…
…
…
…
…
 ⑩

・
公
共
施
設
の
年
末
年
始
の
休
業
 …
…
 ⑪

迫
力
あ
る
演
奏

　
観
客
を
魅
了
！

迫
力
あ
る
演
奏

　
観
客
を
魅
了
！

文
化
ま
つ
り
「
芸
能
発
表
会
」

　
少
年
五
戸
太
鼓
部
 …
関
連
記
事
５
ペ
ー
ジ

町の人口
（前月対比） 

　男　 9,449人　（－１）

　女　10,144人　（－11）

総人口19,593人　（－12）

世帯数 6,995世帯（＋５）

平成22年11月１日現在

発
行
／
青
森
県
五
戸
町
　
編
集
／
総
務
課
　
〒
０３９

－１５１３
　
青
森
県
三
戸
郡
五
戸
町
字
古
舘
２１
－１

T
E
L
０１７８

－
６２
－
２１１１

　
F
A
X
０１７８

－
６２
－
６３１７

　
M
A
IL
soum

u＠
tow
n.gonohe.aom

ori.jp　
http://w

w
w
.tow
n.gonohe.aom

ori.jp
広
報

№190

「
ふ
る
さ
と
の
歴
史
あ
る
四
十
八
景
⑪

　
団
誌
「
躍
進
」
の
創
刊
、
五
戸
町
の

　
生
ん
だ
孝
女
な
ど
」

【
団
誌
「
躍
進
」
の
創
刊
】

　
五
戸
町
青
年
団
活
動
は
明
治
か

ら
活
発
に
始
ま
る
。
昭
和
10
年
元

旦
、
Ａ
５
判
43
頁
の
団
誌
躍
進
創

刊
号
を
発
行
、
元
気
な
意
気
込
み

を
町
民
に
見
せ
た
。

　
学
芸
部
担
当
の
川
村
直
治
は
、

三
浦
種
良
（
団
長
＝
23
代
町
長
）

の
挨
拶
、
論
文
は
田
村
三
郎
、
福

田
吉
次
郎
、
高
橋
不
二
夫
、
川
村

竹
峰
の
４
人
が
郷
土
の
「
青
年
諸

君
に
望
む
」
他
文
芸
作
品
で
今
か

ら
55
年
前
の
事

【
野
沢
の
稲
荷
様
】

　
明
治
維
新
の
改
革
に
よ
り
七
崎

神
社
に
一
時
頼
ん
で
い
た
ご
神
体

を
、
昭
和
10
年
代
に
集
落
の
農
民

40
人
が
受
け
取
り
の
た
め
訪
問
、

境
内
で
記
念
写
真
を
写
す
。

と
め
、
古
川
ふ
さ
、
中
川
原
ふ
じ

の
、石
ケ
森
よ
し
、の
11
人
。
生
存

し
て
い
る
と
90
歳
前
後
に
な
る
。

※
戦
前
の
未
発
表
写
真
を
お
持
ち

の
方
は
説
明
付
き
で
お
貸
し
く

だ
さ
い
。（
筆
者
）

五
戸
町
文
化
財
保
護
審
議
会
議
長

三
　
浦
　
榮
　
一

【
東
京
競
馬
の
優
勝
者
石
渡
君
】

　
野
沢
の
高
台
に
稲
荷
神
社
が
あ

る
。
拝
殿
に
は
絵
馬
、
写
真
が
掲

額
し
て
い
る
。

　
そ
の
中
に
、
旗
手
石
渡
福

三
の
東
競
馬
場
優
勝
（
昭
和

11
年
８
月
３
日
）
の
写
真
、

綱
を
引
い
て
い
る
の
は
馬
主

と
い
う
。
集
落
の
人
や
一
族

以
外
の
人
々
は
知
ら
ぬ
画
像

だ
。
昭
和
２
年
度
頃
の
扇
田

小
卒
台
帳
に
よ
る
と
同
級
生

は
、
古
川
藤
一
郎
、
石
渡
福

蔵
、
佐
々
木
徳
三
郎
、
佐
々

木
要
之
助
、
村
井
福
松
、
松

尾
秀
子
、
古
川
さ
き
、
小
沢

【
五
戸
町
の
生
ん
だ
孝
女
】

　
孝
女
中
村
キ
ハ
子
が
死
亡
し
て

80
周
忌
に
当
た
る
。

　
キ
ハ
子
は
、
大
正
３
年
５
月
に

川
原
町
の
佐
太
郎
長
女
と
し
て
生

ま
れ
、五
小
女
子
校
４
年
生
の
時
、

尻
内
の
本
家
中
村
運
送
店
が
破
産

し
た
。
父
佐
太
郎
は
前
途
を
悲
観

し
て
の
発
狂
だ
。

　
キ
ハ
子
は
、
医
薬
で
も
治
せ
な

い
病
気
を
神
様
に
お
願
い
す
る
ほ

か
な
い
と
、
八
幡
宮
に
夜
中
、
子

ど
も
一
人
で
参
拝
し
た
ほ
か
、
神

明
宮
、
稲
荷
神
社
に
も
お
参
り
し

て
い
る
。
昭
和
３
年
春
（
高
等
１

年
）
に
結
核
で
健
康
を
害
し
、
初

秋
に
は
登
校
不
能
と
な

っ
て
病
床
に
伏
し
た
。

近
く
に
住
む
橋
本
訓
導

は
キ
ハ
子
を
見
舞
い

「
神
様
は
決
し
て
人
を

む
ざ
ゝ
と
殺
さ
な
い
か

ら
」
と
慰
め
た
が
、
翌

４
年
３
月
16
日
、16
歳

の
生
涯
を
終
え
た
。

　
大
西
喜
三
郎
校
長
や

級
友
、
町
民
は
「
孝
女

中
村
キ
ハ
子
之
墓
碑
」

の
除
幕
式
を
行
っ
た
。

団
誌
「
躍
進
」

七
崎
神
社
に
稲
荷
神
社
の
ご
神
体
を

迎
え
に
行
っ
た
農
民

　
　
　
　
　
　

中村キハ子の墓碑除幕式（昭和11年９月７日）

扇田寺沢出身の石渡福三が東京競馬で優勝記念
（綱を引いているのは馬主）



①気象情報（警報・注意報、地震情報、記録的短時間大雨情報、 
震度速報、土砂災害警戒情報、竜巻注意報、火山情報）

②火災情報　③緊急情報　④お知らせ（緊急情報以外は選択可能）  

五戸町の安全・安心情報の配信を希望する方

登録料および情報利用料は無料。ただし、通信料は利用される方の
負担となります。 

平成22年12月１日（水）～　　　　　　　　　　平成22年12月17日（金）～

登 録 方 法

　八戸市が運用、配信している八戸市安全・安心情報配信サービス 愛称「ほっとスルメール」を、八戸圏域
定住自立圏施策として五戸町にも拡大します。
※「ほっとスルメール」は、五戸町に関する安全・安心情報を、お手持ちの携帯電話やパソコンに電子メール
　でお知らせするサービスです。 

配信される情報

費　　　　　用

登 録 可 能 日 配 信 開 始 日

登録できる方

①次のメールアドレスに空メールを送信

　登録用メールアドレス

　anzenjoho@anshin.city.hachinohe.aomori.jp

②返信されてきたら市町村（五戸町）と配信情報を選択し、確認メールの
　必要事項をチェックし送信

③登録完了 

※ＱＲコードを読み取る
ことでもメールアドレ
スの取得が可能

詳しくは、五戸町のホームページをご覧ください。http://www.town.gonohe.aomori.jp/
問　役場総務課　TEL ６２－２１１１　内線２１２

五戸総合病院　新型インフルエンザ予防接種日程表（曜日接種）

今年度のワクチンは、新型と季節性２種類を合わせて３種類に対応する「３価ワクチン」と
なっています。接種はワクチン準備のため予約制です。電話または、２階受付で予約願います。
■問い合わせ・申込先：事務局医事班　℡61－1200　■予診票は、２階受付に準備しています。ご利用ください。

※五戸町では、すべての町民税非課税世帯（生活保護世帯を含む）に属する方は、大人・小児科外来を
　問わず無料ですが、町民税非課税証明書等の提示が必要です。

大人（高校生以上） 　○印は接種日

・接種期間：平成22年11月30日～平成23年３月31日まで

・五戸町「65歳以上の高齢者」の方　１回目接種料個人負担金：1,800円

・一般および町外在住者　・接種料金１回接種：3,000円

受付時間：14：30～16：00

第１・３土曜日受付時間：9：00～11：00

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 木曜日 金曜日土曜日

小児科外来（中学生以下） 　○印は接種日

・接種期間：平成22年11月30日～平成23年１月29日まで

・小学生以下２回接種　１回目：3,000円　２回目：1,500円

・中学生　１回接種：3,000円

火・水曜日受付時間：15：00～15：30

第１・３・５土曜日受付時間：8：45～9：00

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 土曜日

安全・安心情報を携帯電話などに電子メールでお知らせします！
「ほっとスルメール」12／17から配信サービス開始！



３か月児健康診査（22年８月生）

　 子育てメイト「クリスマス会」

ポリオ（小児マヒ）予防接種

　 Hot Center あ・そ・ぼ（あそぼタイム）

ＢＣＧ接種

月月1212
日 記念日等 行　　事　　等

1

2

3

4

5

6

7

8

水

木

木

水

火

月

金

土

金

土

日

火

月

木

水

日

9

10

11

12

13

14

15

16
このカレンダーは広報紙から外してご利用いただけます。

17

18

19

20

21

22

23

24

金

25

26

27

28

29

30

土

日

金

土

火

月

日

火

31

月

水

木

金

水

木

記念日等日 行　　事　　等

天皇誕生日

家庭の日

高齢者交通安全の日

世界人権デー

世界エイズデー
県民交通安全の日

行事についての問い合わせ先　五戸町役場262－2111

瑞穂館● トコトコ教室（川内地区） 9：30～11：30

旧地域保健センター３歳児健康診査（19年８・９月生） 12：30～12：50受付

倉石スポーツセンター● 町長杯ソフトバレーボール大会

● 五戸でスマスＸ’mas　12：00～　　　中心商店街

● フットベースボール交流大会　 8：45～　　　五戸ドーム

● 行政相談　　　　　　13：30～16：00　町立公民館

● トコトコ教室（豊間内地区）　 9：30～11：30

9：00～14：00

今月の納期

納期限12月28日（火）
町県民税

国民健康保険税

下水道事業　受益者負担金

第４期
第６期
第２期

2 010年

平成22年

月　間　メ　モ
歳末たすけあい運動

地球温暖化防止月間

三種混合　　　　　　予防接種

13：00～15：00 役場福祉保健課● みんなの保健室（健康相談）

13：30～16：00 町立公民館● 特設人権相談

17：15～18：00 町図書館● クリスマスコンサート（五戸小学校合唱部）

14：00～15：00 町図書館● おはなし会

10：30～12：00 町図書館● 絵本のへや

10：00～11：30 町図書館● 古文書解読講習会

13：30～15：00 町立公民館● 町民大学講座（脳卒中の予防と治療について）

　 Hot Center あ・そ・ぼ（ちびっこ広場）10：00～12：00 町立公民館

13：00～15：00 役場福祉保健課● みんなの保健室（健康相談）

　 Hot Center あ・そ・ぼ（ちびっこ広場）10：00～12：00 町立公民館

10：00～12：00 町立公民館

13：00～15：00 役場福祉保健課● みんなの保健室（健康相談）

13：30～16：00 倉石温泉● 行政相談

　 Hot Center あ・そ・ぼ（ちびっこ広場）10：00～12：00 町立公民館

10：00～12：00 町立公民館

　 Hot Center あ・そ・ぼ（あそぼタイム）10：00～12：00 町立公民館

12：30～12：50受付 旧地域保健センター
● トコトコ教室（旧町内地区） 町立公民館9：30～11：30

9：30～11：30 浅水活性化センター● トコトコ教室（浅田地区）

9：00～14：00 川内・浅田・倉石地区巡回● 移動図書館巡回日

６か月児健康相談（22年４・５月生） 12：30～12：50受付 旧地域保健センター

12：20～12：45受付 総合病院

12：20～12：45受付 総合病院

麻しん・風しん混合予防接種 12：20～12：45受付 総合病院

12：20～12：45受付 総合病院ジ フ テ リ ア
百日咳・破傷風
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インフルエンザにご注意を！
　インフルエンザは、感染力が非常に
強いので、次のことに注意しましょう。
① 手洗い、うがいを心掛けましょう。
② 外出時にはマスクを着用し、できる
だけ人ごみを避けましょう。

③ 周りの人にうつさないよう「せき
エチケット」を守りましょう。

冬の交通安全県民運動

１　高齢者の交通事故防止
２　飲酒運転の根絶
３　冬道の安全運転の推進
４　踏切事故の防止

運動期間　12月11日～12月20日までの10日間
運
動
の
重
点

町

立

公

民

館

総

合

病

院

役
場
・
各
支
所

町

図

書

館

休

休

休

休

休休

休

休

休

休

休

休

休
午
後
休

休

休

休休

休

休

五
戸
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新
郷
の
方

そ
れ
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外
の
方

収

集

搬

入

斎 場 ご み

三種混合　　　　　　予防接種 12：20～12：45受付 総合病院ジ フ テ リ ア
百日咳・破傷風

豊間内コミュニ
ティセンター



３か月児健康診査（22年８月生）

　 子育てメイト「クリスマス会」

ポリオ（小児マヒ）予防接種

　 Hot Center あ・そ・ぼ（あそぼタイム）

ＢＣＧ接種
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記念日等日 行　　事　　等

天皇誕生日

家庭の日

高齢者交通安全の日

世界人権デー

世界エイズデー
県民交通安全の日

行事についての問い合わせ先　五戸町役場262－2111

瑞穂館● トコトコ教室（川内地区） 9：30～11：30

旧地域保健センター３歳児健康診査（19年８・９月生） 12：30～12：50受付

倉石スポーツセンター● 町長杯ソフトバレーボール大会

● 五戸でスマスＸ’mas　12：00～　　　中心商店街

● フットベースボール交流大会　 8：45～　　　五戸ドーム

● 行政相談　　　　　　13：30～16：00　町立公民館

● トコトコ教室（豊間内地区）　 9：30～11：30

9：00～14：00

今月の納期

納期限12月28日（火）
町県民税

国民健康保険税

下水道事業　受益者負担金

第４期
第６期
第２期

2 010年

平成22年

月　間　メ　モ
歳末たすけあい運動

地球温暖化防止月間

三種混合　　　　　　予防接種

13：00～15：00 役場福祉保健課● みんなの保健室（健康相談）

13：30～16：00 町立公民館● 特設人権相談

17：15～18：00 町図書館● クリスマスコンサート（五戸小学校合唱部）

14：00～15：00 町図書館● おはなし会

10：30～12：00 町図書館● 絵本のへや

10：00～11：30 町図書館● 古文書解読講習会

13：30～15：00 町立公民館● 町民大学講座（脳卒中の予防と治療について）

　 Hot Center あ・そ・ぼ（ちびっこ広場）10：00～12：00 町立公民館

13：00～15：00 役場福祉保健課● みんなの保健室（健康相談）

　 Hot Center あ・そ・ぼ（ちびっこ広場）10：00～12：00 町立公民館

10：00～12：00 町立公民館

13：00～15：00 役場福祉保健課● みんなの保健室（健康相談）

13：30～16：00 倉石温泉● 行政相談

　 Hot Center あ・そ・ぼ（ちびっこ広場）10：00～12：00 町立公民館

10：00～12：00 町立公民館

　 Hot Center あ・そ・ぼ（あそぼタイム）10：00～12：00 町立公民館

12：30～12：50受付 旧地域保健センター
● トコトコ教室（旧町内地区） 町立公民館9：30～11：30

9：30～11：30 浅水活性化センター● トコトコ教室（浅田地区）

9：00～14：00 川内・浅田・倉石地区巡回● 移動図書館巡回日

６か月児健康相談（22年４・５月生） 12：30～12：50受付 旧地域保健センター

12：20～12：45受付 総合病院

12：20～12：45受付 総合病院

麻しん・風しん混合予防接種 12：20～12：45受付 総合病院

12：20～12：45受付 総合病院ジ フ テ リ ア
百日咳・破傷風
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インフルエンザにご注意を！
　インフルエンザは、感染力が非常に
強いので、次のことに注意しましょう。
① 手洗い、うがいを心掛けましょう。
② 外出時にはマスクを着用し、できる
だけ人ごみを避けましょう。

③ 周りの人にうつさないよう「せき
エチケット」を守りましょう。

冬の交通安全県民運動

１　高齢者の交通事故防止
２　飲酒運転の根絶
３　冬道の安全運転の推進
４　踏切事故の防止

運動期間　12月11日～12月20日までの10日間
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三種混合　　　　　　予防接種 12：20～12：45受付 総合病院ジ フ テ リ ア
百日咳・破傷風

豊間内コミュニ
ティセンター



三種混合　　　　　　予防接種　12：20～12：45受付　総合病院

日 記念日等 行　　事　　等

月　間　メ　モ

1

2
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4

5
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火

水
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日
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水

木
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土
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日

金

土15

16

10

11

12

13

14

2011年

平成23年

はたちの献血キャンペーン（～２月）

14：00～15：00 町図書館● おはなし会

9：00～12：00 ひばり野公園● 五戸町新春マラソン大会

● 裸参り　0：00　稲荷神社～神明宮～八幡宮

● 五戸町表彰式・年賀交換会　11：00～　　　町立公民館

9：30～11：30 浅水活性化センター● トコトコ教室（浅田地区）

10：00～11：30● 古文書解読講習会

12：00～12：45受付● 五戸町成人式

10：30～12：00 町図書館● 絵本のへや
10：30～11：30 町図書館● 子どもアニメ映画会

13：00～15：00 役場福祉保健課● みんなの保健室（健康相談）

　 ＢＣＧ接種 12：20～12：45受付 総合病院

　 Hot Center あ・そ・ぼ（ちびっこ広場）10：00～12：00 町立公民館

町図書館

　 Hot Center あ・そ・ぼ　10：00～12：00　　　　町立公民館

● 移動図書館巡回日

● 子どもアニメ映画会　10：30～11：30　　　　町図書館
● みんなの保健室　　　13：00～15：00　　　　役場福祉保健課

川内・浅田・倉石地区巡回

祝賀パーティー：アピル五戸
式典：町立公民館

9：00～14：00
13：30～15：30 根前集会所● トコトコ教室（根前地区）

13：30～16：00 倉石温泉● 行政相談

10：30～11：30 町図書館● 子どもアニメ映画会
　 ３か月児健康診査（22年９月生） 12：30～12：50受付 旧地域保健センター

9：30～11：30 町立公民館● トコトコ教室（旧町内地区）

10か月児健康相談（22年２・３月生） 12：30～12：50受付 旧地域保健センター

元日

高齢者交通安全の日

成人の日

月1 平成23年１月４日（火）　11：00～
町立公民館

五戸町表彰式・年賀交換会
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ジフ テ リ ア
百日咳・破傷風

※降雪の場合中止

❼

　あそびの広場（五戸町放課後子どもプラ
ン）による「土曜ハンズデー」では、町の
小学生・幼児ら20人によるハロウィーンの
仮装を行いました。子どもたちは、ビニール
や布を使って衣装を製作。海賊や、魔法使
いなどに変身して中心街を歩き、住民から
お菓子をもらうなどして触れ合いました。

“２０，０００人の  ＰＨＯＴＯ”　まちの皆さんが主役（モデル）です！
フォト

■町内の出来事や、頑張っている
　皆さんを紹介するコーナーです。

魔
法
使
い
な
ど
に
仮
装
し
て
町
へ
出
よ
う
！

●
10
月
30
日  

土
曜
ハ
ン
ズ
デ
ー
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン

　11月23日に
皇居で行なわ
れ る 新 嘗 祭
に、アワを献
上した小笠原
義高さんが、
三浦町長に喜
びを報告しま
した。小笠原
さんは、皇居

で行われた「新嘗祭献穀者御会釈」に出
席。天皇・皇后両陛下にも対面しました。
小笠原さんは無農薬で生産したアワ10㎏を
学校給食用に寄贈しました。

小
笠
原
さ
ん
「
新
嘗
祭
」
へ
ア
ワ
を
献
上

●
「
新
嘗
祭
」
に
使
用
の
ア
ワ
を
学
校
給
食
へ
寄
贈

　毎年恒例の町民歩こう会が10月31日に開
催されました。
　今年向かったのは紅葉の名所として知ら
れる十和田湖・奥入瀬渓流。あいにくの雨
模様でしたが、老若男女72人の町民が子の
口までの渓流コースを散策し、色鮮やかな
紅葉を楽しみました。

奥
入
瀬
の
紅
葉
を
楽
し
む

●
第
34
回
五
戸
町
民
歩
こ
う
会

　五戸町国際
交流協会（塚
原實敬会長）
による「親子
カボチャラン
タンづくり」
がこのほど、
町立公民館で
行 わ れ ま し
た。この日、

参加した親子は９組。米海軍三沢基地の
若い隊員さんに英語で教わりながら、専用
のキットでカボチャに穴を開けて親子でラ
ンタン作りを楽しみました。

ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
で
米
海
軍
隊
員
ら
と
触
れ
合
う

●
親
子
カ
ボ
チ
ャ
ラ
ン
タ
ン（
ラ
ン
プ
）づ
く
り

　10月10日、
ごのへグリー
ン・ツーリズ
ム研究会の会
員小村喜幸さ
んのリンゴ園
で「リンゴも
ぎ取り体験」
が開催されま
した。八戸市

などから参加した親子ら7人は、小村さん
の指導の下、リンゴもぎに挑戦。紅玉など
のもぎたてのリンゴをほおばり笑顔を見せ
ていました。

真
っ
赤
な
リ
ン
ゴ
を
収
穫

●
ご
の
へ
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム

　第７回くら
いし北部地区
サケのつかみ
捕りと倉石牛
祭り（くらい
し北部振興会
主催）が10月
31日、倉石北
部水稲営農組
合広場で行わ

れました。会場の特設プールでは、小学生
や家族連れがサケの捕獲体験に挑戦。この
ほか、サケ鍋や倉石牛焼き肉コーナーで
も、にぎわいをみせていました。

大
き
な
サ
ケ
を
つ
か
ま
え
た
よ
！

●
鮭（
サ
ケ
）の
つ
か
み
捕
り
と
倉
石
牛
祭
り

に
い
な
め


